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Ⅰ．はじめに
1．
　中学校，高等学校ともなれば生徒の身体的発達も著し
く，学習内容も担任制から専科制へ移行しより複雑で高
度な内容に取り組むことになる。しかし音楽科に関して
は，小学校中学年から原則専科制であるにも関わらずそ
の内容には他教科の様な著しい発展はない。教科書の内
容こそ情報量は増え，曲の演奏難易度は高くなっている
ように見受けられるが，実は小学校教材のアンサンブル
化などの焼き直しであることも多く，そうでなくともそ
の活動内容に至っては，曲を「覚え」それをなんとなく
演奏し，曲を鑑賞して感想を言い合ったりワークシート
に書いたり等々と小学校で行われていることと大差がな
い。なぜ多くの音楽科の授業は学齢が上がってもこのよ
うに変化に乏しく，その評価基準も相変わらず曖昧なま
まなのであろうか。
2 ．
　以下に展開されるのが，そのある種の「停滞」の原因
から見た現行の中高音楽教育への幾つかの提言である。
昨今の小中連携に関しても音楽科に関してはなかなか継
続的な視点に立ったスタンスが取りにくいようだが，音
楽においてはその地道な訓練の繰り返しの末身につけ
ることが出来たスキルを発揮することなくして，生徒の
主体的な取り組みによる学習の成果など決して望みえな
い。高等学校のクラスにどのくらい読譜に関して問題の
無い生徒が存在しているだろうか。中学校の校内合唱コ
ンクールで，果たして本当に「合唱」は行われているの
だろうか。現在音楽科の教員養成に携わっている四人の
教員がソルフェージュ，ピアノ，声楽等様々な視点から
中学校と高等学校の音楽教育の現状を論じ，問題解決へ
の道を探っていく。
Ⅱ．中高生のソルフェージュ教育―ピアノ伴奏から
のアプローチによる和声感の育成　　　　　　
１．耳を育てる
　音楽を鑑賞したり奏でたりする際に，「聞く」という
行為の在り方が大変重要である。すなわち，「聞く」と
ひと言で言っても，意識的に「聞こうとしている」のか
否かで，その意味は大きく変わる。「聞こえている」こ
とと「（自ら）聞いて何かを感じ取ろうとする」ことに
は大きな差がある。耳は目と違って，完全には閉じるこ
とができないため，周囲で鳴っている音は自然と耳に
入ってくる。昨今ではスピーカーを通した音楽が街中に
あふれており，それにいちいち耳を傾けられるわけも
なく，音を無視することに慣れているといってもいい。
電車の発車時にホームで流れる音，商業施設でのBGM，
それらの音を無自覚に無視しているのである。
　外界からの音ではなく自発的に出している音，例えば
楽器を奏でているとき，または歌っているとき，その音
は当然耳に入ってくるが，実はそれらさえも，主体的に
「聞く」ことができているとは言い難い。音楽を注意深く，
自らの感覚を働かせて「聞く」行為は，単に「聞こえて
いる」こととは違う。
　歌うこと，楽器を奏すること，鑑賞すること，創作す
ること，どの活動に関しても「聞く」ことが重要になっ
てくる。自らが奏でている音や声を聞く，相手の音や声
を聞く，全体の響きを聞く，空間に響く音や声を聞く。
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それは自身の外に意識を向けることであり，他の存在を
意識する極めて人間的な行為である。そのように外に開
かれた意識で主体的に聞こうと努めれば，さまざまな聞
き方も可能となるだろう。そしてそれは，自らの感性を
豊かにしていくことにつながっていくだろう。
　そのために，「聞く」状態を作り，生徒の「聞く」意
識を育てることが必要である。「聞く」ために耳を澄ま
したり，集中したりすることは感覚を研ぎ澄ますことで
ある。
　周りの音がよく聞こえるためには，まず自身の心を平
静にすることから始めなければならない。例えるなら，
波立っていない静かな水面のような状態である。もしそ
の水面が波立っていれば，水面には周りのものがきれい
に映らないだろう。静かな水面であれば，それは鏡のよ
うに周囲のものをくっきりと映し出す。音楽を聞くとき
には，自身の状態をこのように整えるべきである。
　このことは，音楽科の少ない時間数のなかでも大切に
してほしい要素である。そして音楽だけでなく，あらゆ
る学習において，あるいは生きていく場面において，こ
のように心を整えることは，自意識の高まりとともに精
神的に不安定になる中学生や高校生にとって，大切なこ
とである。
　では，音楽の大切な要素である「和音」に着目して，「聞
く」力を育てる方法を提言したい。
2 ．和声感を育てるための実践－ピアノ伴奏に着目して
　中学校の新しい学習指導要領では，各学年の内容A表
現（ 1 ）（ 2 ） ウ（イ）にあるように「創意工夫を生かし，
全体の響きや各声部の声（音）などを聴きながら他者と
合わせて歌う（演奏する）技能」が求められている。全
体の響きとともに，自身および他の奏でる声や音を聴き，
合わせて歌ったり演奏したりすることは，調和を求める
行為であり，音楽の本質的価値である和声の感覚を育む
ことである。
　我々が接している七音階による音楽は，古代ギリシャ
から中世ヨーロッパを経て現在に続いているものであり，
和声“harmony”という言葉の語源であるギリシャ語
“harmonia”は「一致，連結」を意味し，一般的に「も
のごとの調和」を表す言葉である。また，中世において
は，神が造りたもうたこの世の調和の原理を解き明かす
ことが，音楽の役割であった。ゆえに，和声は音楽の本
質であるといっても過言ではないだろう。
　和声感のない演奏は句読点の無い文章のようなもので，
始まりも終わりも起承転結も感じられないものになって
しまう。たとえ伴奏のない単旋律であったとしても，そ
の陰にはハーモニーを感じることができる。
　中高生の教材は，小学生で扱う教材に比べて和声がよ
り複雑になる。調性も多様になり，合唱では声部が増え
る。また，転調が含まれている楽曲も扱われる。使われ
ている和音や和声が複雑になることから，より和声感が
必要になると考えられる。
　ここで和声感というのは，西洋音楽の理論によるもの
を指す。本項では，その西洋音楽の理論に基づいて話を
すすめる。
①　カデンツ
　まず準備体操のようなものとして，カデンツによる挨
拶を行ってみる（譜例 1 ）。
　これはとても簡単な和音で構成されているが，正した
姿勢から礼をし，姿勢を戻す，という身体的な動きや，
心理的な欲求に合致したカデンツである。それぞれの和
音は「Ⅰ度（トニック）」→「Ⅴ度（ドミナント）」→「Ⅰ
度（トニック）」という構成になっており，トニックは「安
定，解決」ドミナントは「不安定，緊張」という機能を
持っている。ドミナントは不安定から安定へと，トニッ
クに行きたがる性質を持っているため，礼をした姿勢か
ら戻りたい欲求と合致するのである。
　実際にピアノでこのカデンツを奏で，気をつけ→礼→
直る，という動作を身体を使って繰り返し行う。また，
身体を動かさずに聞いた場合に，身体のなかで生じる欲
求を確かめてみる。礼のままの時間を長く延ばしてみる
と，早く姿勢を戻したくなる欲求や，次の和音を弾いて
姿勢を戻したときの安心感や安堵感，すっきりとした気
分などがより明確に感じられるだろう。このドミナント
からトニックへの“終止感”は，音楽科教育で現在使用
されている楽曲のすべてに存在するものである。
　もうひとつの試みとしては，譜例 1 の＜バリエーショ
ン＞で示したように，最初の和音に戻らずに偽終止や借
用和音等を使用して弾いてみると，また違う感覚が身体
のなかに生まれるだろう。このように，和音に応じた気
分や感情，身体の変化を体感することで，和音に対する
感覚を刺激し，目覚めさせることができると考える。
②　『夏の思い出』
　中学校の教科書に掲載されている歌唱教材『夏の思
い出』（作詞：江間章子／作曲：中田喜直）（譜例 2 ）を
例に，和声感を養うためのひとつの試みを示していく。
　以下，前奏の 1 小節を除いて，話をすすめる。
A．初めの 4 小節を，すべてⅠ度（トニック）の和音で
弾いてみる（譜例 3 ）。本来 2 小節目にはV度があるため，
そこで強烈な違和感，緊張感を感じることは明白である。
生徒にそのことを自覚させることが大切であろう。
　次に，初めの 2 小節を元の楽譜通りの和音で，後の 2
小節はやはりニ長調のⅠ度のままで弾いてみる。最初の
2 小節ほどではないにしろ，違和感はあり，本来の和声
に比べて平坦な表現になる。
　その後， 4 小節を楽譜通りの和声進行で弾く。 4 小節
目には終止形があることを意識させる。すべてⅠ度で弾
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いたときとの違いをはっきりと意識させることによって，
本来の和声進行と旋律の調和の豊かさを実感できるよう
になる。これは「聞く」という能力の高い者にとっては
当然のことであるが，多くの生徒にとっては意識的に「聞
く」ことの第一歩になるであろう。
B．伴奏のバス音の役割を感じる。音楽を建築物に例え
ると，バスの音は土台にあたり，上に積み重なっている
音を支える役割を担う。バスの音は，その和音の響きに
大きな影響を与え，従って，表現を考えるうえでも重要
な要素となる。
　初めの 4 小節においては， 3 小節目の 3 拍目と 4 小節
目の 1 拍目に，和音の根音ではなく第 3 音，第 5 音が使
われている。このことについて響きを比較するために，
バスの音を 4 小節すべて，和音の根音にして弾いてみる
（譜例 4 ）。第 3 音や第 5 音がバスに配置されていると
きとの違いを感じられるだろう。バスが根音である場合，
安定した感じや揺るぎない感じが生まれ，第 3 音のとき
には，不安定な感じや浮かんだ感じが生まれる。第 5 音
は根音ほどの安定感はないが，第 3 音のような不安定さ
はない。
　この試みによって，合唱，合奏においても，自分が和
音のどの音を歌ったり演奏したりしているのかを考え，
感じ，全体を聞き，演奏に生かす第一歩になると考える。
　そのほか，バスの音と歌のみで，和音を想像しながら歌っ
てみるという試みも考えられる。伴奏に合わせて，ただ定
められた音程で歌うのではなく，これまでに実践してきた
方法を重ねていけば，実際には響いていなくとも和音を感
じながら歌えるようになるのではないだろうか。
　
C．これまで，原曲の和声の響きを豊かに味わうための
アプローチを提言してきたが，さらに和声感を育むため
に，和音を変更してみる。和音が変わることによって，
同じ旋律でもその印象が変わる。一例であるが，ポピュ
ラーソングでよく用いられる，二度ずつ下降していくバ
スに基づく和声進行を考えてみる（譜例 5 ）。
　この伴奏で実際に歌い，気分の違いを味わったのちに
原曲で演奏すると，その魅力を対照的に再確認すること
ができるであろう。
D．しかし，実際の表現においては，同じ和声でも音型
が違えばその印象は変わってくる。さらなる展開として，
和声をつかさどっている伴奏の「音型」について考えて
みる。
　例えば，同じ和声進行による伴奏でも，和音を一定の
リズムで奏でていく場合において， 2 分音符と 4 分音符，
8 分音符では，当然その印象は異なってくる。さらに，
休符やさまざまなリズムの組み合わせによる音型のバリ
エーションは限りなく多様であり，その印象もさまざま
である。作曲という行為は，さまざまな音型を用いて和
声に表現の色彩を与え，歌詞を表現するにふさわしい音
楽を創造することといえるから，音型の違いも重要な要
素である。
　『夏の思い出』は， 4 小節ごとに音楽的にまとまって
いる。和声的に 1 ， 2 小節目と 5 ， 6 小節目は同じ進行
であり，旋律も同じである。ピアノ伴奏の音型のみが変
化している（譜例 2 ）。これは作曲家が詩の持つ気分の
変化を音楽で表現した結果である。同じ和声を用いなが
ら表現の印象が異なる一例である。
　初めの 4 小節は左手が全音符と 2 分音符を奏で，右手
は絶え間なく 8 分音符で刻んでいる。次の 4 小節になる
と，左手は 4 分音符となり揺れるような反復音型，右手
は休符を伴った後打ちのリズミカルな音型である。この
ような音型の変化は作曲者が詩を表現するために工夫し
たもので，伴奏形が変わることによって生じる気分の違
いを詩の内容に即して感じてみる。
 5 小節目から右手の音型が変わるが，これを初めの 4
小節と同じ音型で弾いてみる。または左手を初めの 4 小
節のように長い音符で継続してみる。
　違いをどう感じるか，その感じ方は生徒それぞれで違
うと思われるが，大事なのは詩と音楽の表現の調和を各
自の感性でとらえ，共感を見いだすことである。共感な
くしては豊かな表現は成立しないであろう。
譜例 2
譜例 4
譜例 3
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3 ．
　このように，さまざまな変更を加えることによって，
オリジナルの良さをより深く実感することができるよう
になるとともに，耳を働かせ自ら感じることにより生徒
の和声感が養われるだろう。変更の加え方にも自ずとセ
ンスが求められる。それを実践していくことによって，
教員の音楽的感性と技術も磨かれることであろう。
　教材として準備されたものを生徒に与えるだけでなく，
教員自らが創意工夫をもって教材を吟味・研究すること
がスキルアップにつながり，授業のクオリティを高める
ことにつながっていくだろう。
Ⅲ．音楽科における小学校・中学校連携について
1．
　私が長年学校現場に携わってきた経験から，小学校と
中学校それぞれの教員が，互いの指導内容を正確に把握
しておらず，小・中学校での 9 年間の学びを生かした音楽
教育がされていないと感じている。小学校教員は中学校
でどのような指導がされているのか，また中学校教員は小
学校でどれだけのことを子供が身に付けているのかを互い
に知らないために，学習に連続性がなく，系統立てた学び
を積み重ねられていない現状がある。もちろん，小中一貫
校も増え，9 年間の学びの連続を意識した地域も増えては
いるが，まだ十分といえる学校が少ないと感じる。
　小学校での学びを中学校教員が十分理解し，中学校で
さらに発展的な学習が出来れば，系統性を持った指導を
行うことが出来，より子供たちの音楽の能力を育てるこ
とが出来る。そこで，まずは現行の教科書の教材につい
て調査し，同一教材における指導内容の違いについてま
とめ，小学校での音楽学習が中学校にどう連携していく
のか，またどのように発展的に学習されていくのかを検
証する。
2 ．
教育芸術社の中学校教科書より
＜第 1学年＞
「主人は冷たい土の中に」
小学校での教材名は「静かにねむれ」
小： 5 年生の歌唱・器楽教材。和音記号Ⅰ，Ⅳ，Ⅴにつ
いて知り，和音の違いを感じとったり，和音の響き
の変化を感じながら歌ったりする。
中： 歌唱教材。歌詞の内容や曲想を感じ取り，曲の構成
を生かした表現を工夫しながら演奏する。
「エーデルワイス」
小： 3 年生の器楽教材。旋律や音が重なり合う面白さに
関心を持ち，互いの音を聴いて，音を合わせて演奏
する。
中： 歌唱教材。歌詞の内容や曲想を感じ取り，旋律のま
とまりや全体の響きをとらえたり， 3 拍子を生かし
たりしながら，表現を工夫して合唱する。
「Michael, Row The Boat Ashore」
小学校での教材名は「こげよマイケル」
小： 5 年生の歌唱教材。和音の違いや和音の移り変わり
を感じ取りながら合唱する。
中： 歌唱教材。言葉の特性を生かしながら表現を工夫し
たり，階名唱でハーモニーを感じ取ったりしながら
合唱する。
「パフ」
小： 3 年生の器楽教材。楽器の音の特徴や音色の違いを
感じとりながら，互いの楽器の音を聴いて音を合わ
せて演奏する。
中： 歌唱教材。歌詞の内容や曲想を感じ取り，ヘ音譜表
の読み方を覚え，パートの役割や旋律の重なり方を
感じ取りながら表現を工夫して混声合唱する。
「ソーラン節」
小： 4 年生の鑑賞教材。日本の音楽の雰囲気や特徴を感
じ取りながら民謡を聴き，我が国や郷土に伝わる音
楽に親しむ。
中： 歌唱教材。民謡にふさわしい発声により，言葉の特
性を生かしながら表現を工夫して歌う。
「赤とんぼ」
小： 5 年生の鑑賞教材。言葉の感じと旋律とが一体となっ
て生み出す日本歌曲の美しさを味わいながら聴く。
中： 歌唱教材。歌詞の内容や曲想から日本の歌のもつ情
緒を感じ取り，情景を思い浮かべながら，表現を工
夫して表情豊かに歌う。
＜第 2， 3学年上＞
「翼をください」
小： 6 年生の歌唱教材。愛唱歌として扱い，歌う楽しさ
を味わう。
中： 歌唱教材。歌詞の内容や曲想を味わい，音の重なり
方やパートの役割を理解し，曲にふさわしい表現を
工夫して合唱する。
「さくらさくら」
小： 4 年生の歌唱教材。日本の音楽の雰囲気や特徴を感
じ取りながら，日本語の美しさや日本の旋律の特徴
を生かして歌う。
中： 器楽教材。筝の特徴やいろいろな奏法を理解し，曲
想や音色を味わいながら，曲にふさわしい表現を工
夫して演奏する。
＜第 2， 3学年下＞
「花」
小： 5 年生の鑑賞教材。言葉の感じと旋律とが一体となっ
て生み出す日本歌曲の美しさを味わいながら聴く。
中： 歌唱教材。歌詞の内容や曲想から日本の歌のもつ情
緒を味わい，情景を思い浮かべなら，曲にふさわし
い表現を工夫して表情豊かに歌う。
「平調「越天楽」―管弦―」
小： 6 年生の鑑賞・歌唱教材。日本に古くから伝わる歌
と楽器の音色を味わって，聴いたり歌ったりする。
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中： 鑑賞教材。雅楽や能の音楽の特徴を，文化・歴史や
他の芸術とのかかわり，音楽を形づくっている要素
等から理解して，そのよさや美しさを味わいながら
聴き，根拠をもって批評する等する。
＜器楽＞
「聖者の行進」
小： 4 年生の器楽教材。旋律の特徴にふさわしい演奏の
仕方を身に付け，曲想にふさわしい表現を工夫しな
がら思いや意図をもって演奏する。
中： 器楽教材。リコーダーの特徴をとらえ，基礎的な奏
法を身に付け，曲想を感じ取りながら表現を工夫し
て演奏する。
「さくらさくら」
小： 4 年生の歌唱教材。日本の音楽の雰囲気や特徴を感
じ取りながら，日本語の美しさや日本の旋律の特徴
を生かして歌う。
中： 器楽教材。筝の特徴やいろいろな奏法を理解し，曲
想や音色を味わいながら，曲にふさわしい表現を工
夫して演奏する。
「ラヴァーズコンチェルト」
小： 6 年生の器楽教材。パートの役割や楽器の特徴を生
かして全体の響きを味わって演奏する。
中： 器楽教材。パートの役割や楽器の特徴を理解し，全
体の響きのバランスを考えながら表現を工夫して合
奏する。
教育出版の教科書より
＜第 1学年＞
「ソーラン節」
小： 4 年生の歌唱・鑑賞教材。日本の音楽のリズムや旋
律に親しむ。
中： 歌唱・鑑賞教材。郷土の民謡や芸能の特徴を理解し，
我が国の音楽の多様性を感じ取る。
「赤とんぼ」
小： 5 年生の歌唱教材。情景を想像し，言葉のリズムや
抑揚と結びついた旋律の流れに気を付けて，歌い方
を工夫する。
中： 歌唱教材。言葉と旋律との関わりを感じ取って表現
を工夫する。
＜ 2， 3年上＞
「語り合おう」
小： 6 年生の歌唱・器楽教材。歌詞の内容を味わい，曲
想を生かした表現を工夫しながら，思いを生かして
歌ったり演奏したりする。
中： 歌唱教材。歌詞の内容や曲想，声部の役割や全体の
響きを生かして表現を工夫する。
「越天楽」
小学校では「越天楽今様」
小： 6 年生の歌唱・器楽教材。歌詞の表す情景を思い浮
かべながら，雅楽の旋律の特徴を感じ取って表現す
る。
中：雅楽の表現の特徴を聴き取る。
＜ 2， 3年下＞
「花」
小： 5 年生の歌唱教材。歌詞の内容や曲想を生かした表
現を工夫して，合唱を楽しむ。
中： 歌唱教材。歌詞の内容や曲想の変化を味わいながら
表現を工夫する。
「谷茶前」
小： 5 年生の歌唱・器楽・音楽づくり教材。表現を通し，
日本の民謡に親しむとともに，日本の旋律や声の表
現の特徴に気付く。
中： 歌唱・鑑賞教材。声の出し方を工夫して表現したり，
声の合わせ方から特徴を聴き取り音楽の多様性を理
解して鑑賞したりする。
「荒城の月」
小： 6 年生の歌唱教材。日本の歌に親しむ。
中： 歌唱教材。歌詞の内容や曲想の変化を味わいながら
表現を工夫する。
　以上のように，どちらの出版社の教科書でも，小学校
3 ～ 6 年生の教材がいくつか中学校で扱われていること
がわかる。教育芸術社の方は，同一教材に対して，活動
内容や指導内容が大きく違い，小学校で鑑賞した曲を中
学校で実際に歌ったり，器楽で演奏したりする等，より
自分の表現に工夫出来るような内容となっていることが
多かった。教育出版の方は，同一教材に対して，活動内
容が同じであることが多いが，中学校では，さらに創造
的に学習出来るような内容となっていることがわかった。
　このように，ねらいや指導内容は児童生徒の発達を考
慮したものであり，中学校の方がより奥深く学習するた
めの指導内容であることがわかる。それらを踏まえ，小
学校教員は，中学校では発展的に学習することを子供に
伝えることで，子供は見通しを持った学習を進めること
が出来，また，中学校教員が，小学校での学びを学習の
導入で復習することで，子供が自ら学びの連続性を見出
すことが出来るだろう。小・中学校の互いの教員が，指
導する同一の教材を手掛かりにし，それぞれの校種でど
のような指導されているかを知ることは， 9 年間の学び
の連続性を生かした音楽科指導をしていく上で必要なこ
とであると考える。
3 .
　さらに，千葉大学教育学部研究紀要第66巻「小学校に
おける音楽教育への提言」でも述べたような小学校で
培ったソルフェージュ能力を，引き続き中学校でも学習
させるというような，継続性のあるソルフェージュ教育
を行うことも大切であろう。中学校では，小学校である
程度音楽的な基礎能力は育っているはずなので，さらに
発展させた学習が必要だ。
　小学校の段階で，拍節感，リズム感，基礎的な読譜力
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を身に付けさせているので，さらに複雑なリズム読みや，
リズム聴音が出来るであろう。様々な音符や休符を組み
合わせたリズム譜を手拍子やボディーパーカッションで
表現させることや， 2 種類のリズム譜を扱うことも考え
られる。具体的にはクラスを 2 グループや二人組に分け，
それぞれのリズムを担当させ，リズムが相互に関わり合
う様を感じ取らせるのもいいだろう。次に発展させた学
習として，グループやペアでそれぞれ担当した 2 つのリ
ズム譜を，足踏みと手拍子等で，一人で表現するという
ことも考えられる。さらに， 3 つにわかれたリズム譜や，
8 分の 6 拍子と 4 分の 3 拍子が入り混じったリズム譜等
でも活動させることで，複雑なリズムも表現出来るよう
になるだろう。
　また，教師が演奏するリズムをリズム譜に記譜すると
いう活動も有効であると考える。その際は生徒の実態に
合わせ，苦手なリズムを中心に繰り返し行い，楽譜と音
が一致するようにしていくことが望ましい。このような
リズム聴音でも， 2 つのリズムに挑戦させたい。これは，
2 声の聴音をさせる際の導入ともなるだろう。
　音程感は，コールユーブンゲン等を使い，育てていく。
その際は，最初から母音唱で行うのが難しいと考えられ
るので，まずは階名唱から行わせるといいのではないか。
それにより，音の高さや音程を正確に把握させることが
出来ると考える。
　さらに，単旋律聴音，複旋律聴音に挑戦させたり，和
音判定をさせたりするという活動も，生徒のソルフェー
ジュ力を高めるために有効だと考える。
4 .
　小・中学校の 9 年間の学びの連続性を生かした指導力
を持つ学生を育てるため，教員養成課程では，子供の発
達段階を踏まえた指導が出来るようにしていく。
　中・高等学校教員を目指す学生が学ぶ音楽科教育法で
は，子供の発達段階を踏まえながら，目の前の生徒の実
態を瞬時に捉え，指導出来る力を身に付けさせたい。そ
のために，まずは教科書の教材を使いながら，様々な指
導法や，単元に取り組むための導入の仕方，生徒自身が
学びの系統性を感じられるような発問の仕方等を研究さ
せていく。
　さらに，生徒のソルフェージュ能力を育てられるよう，
学生自ら複雑なリズム譜や旋律譜を作成出来る力を身に
付けさせ，教材を作り出せるようにしていきたい。
また，器楽・器楽表現の授業では，教材の持つ魅力を生
徒に味わわせられるようなピアノ技術を向上させる。生
徒に本質的な音楽を体験させ，感性を育てるために，指
導者自らが演奏する音が美しく正確でなければならない。
学生のピアノ演奏技術を向上させ，生徒により教材の魅
力が伝わるような演奏が出来るように育てていく。
　さらに，教材を深く研究出来る力を身に付けさせるこ
とについても研究する。ピアノを演奏する際は，主旋律
や対旋律，内声の動き，和音進行等の曲の構成等を考え
るのと同時に，鳴らす音がより美しくなるように，体や
指の動きについても気を配っている。様々な役割の音を
たった一人で鳴らすので，曲全体の流れや構成を十分理
解しないと美しい演奏をすることが出来ない。そのため，
曲を分析すること自体が，教員に必要な教材研究力を育
てることにつながると考える。
　このように，よりよい表現方法を探求し，よりよい音
楽芸術を求めていけるような子供を育成するために，学
生に対しては，系統性のある指導力や，ピアノ技術を高
めていきたいと考える。
Ⅳ．中学校，高等学校における歌唱指導について
1．
　Ⅱ，Ⅲでも触れられているように，歌唱活動において
も様々の問題点がソルフェージュ教育の不備や，特に技
術的側面における小中連携的視点に立った指導の欠落に
起因しているものと思われる。ここでは前節来の記述を
踏まえ，歌唱という具体的な活動において必要とされる
指導法と，その指導法を実行するためにはどのようなス
キルを身に着ける必要があるかを述べる。
2 ．
　実際に歌唱活動を行う前に必ず問題となるのは，所謂
「音取り」と言われる読譜の問題であろう。昨今の「音
取りＣＤ」の普及により，譜面は読むものではなく聞い
て覚えるものというスタンスが完全に定着してしまった
感があるが，果たしてそれは的を得た教育的配慮と言え
るのだろうか？確かに「音取りＣＤ」の存在しない昔か
ら，音を取るためには教師の声やピアノに合わせて繰り
返し歌うというやり方が取られてきたように思う。その
教師の演奏をただＣＤに置き替えただけで，一見すると
むしろ教師の，現代においては必ずしもしなくて良い努
力を省き，効率的な授業運営に寄与しているようにも見
える。しかし音を覚えるだけが読譜であるならば，教科
書に楽譜の存在は必要なく，それこそ過去のごく一部の
名歌手たちにも存在したような，手に持つ楽譜と思しき
ものには音符は一切なく歌詞のみ書かれている……とい
う状態で十分であろう。基礎的なソルフェージュ能力の
必要性は，歌唱活動の様に最も一般的で取り組みやすい
活動においてもその初期の段階から既に必要不可欠なも
のであり，本来避けて通ることのできない読譜の様なも
のまで利便性の名のもとに有耶無耶にしてしまっている
のが現状ではないだろうか。
　とはいえ，読譜の様に音感訓練を必要とするスキルは
一朝一夕に身につくものではないため，筆者は前節でも
述べている基礎的なソルフェージュ教育を常時活動に取
り入れた音楽科授業カリキュラムの再構築を提言する。
その際重要になってくるのが小中連携システムを利用し
た義務教育 9 年間という長いスパンにおける継続的かつ
段階的な音楽トレーニングであろう。
　昨今の音楽教育においては所謂「教え込み」による
教育がいつの間にか批判されるようになってしまった
が，生徒の主体性を重視した活動とは，音楽の場合特に
ある程度の基礎的スキルの上にしか成り立ち得ない。パ
ソコンのキーボードの扱い方を知らずにワードの文書作
成などおぼつかないと同様に，基礎的な学習スキルは単
調な反復を軸とした「教え込み学習」が無ければ定着を
見ない物ではないだろうか。ピアノやヴァイオリンに代
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表される音楽の早期教育とはまさにその典型例であるが，
そこまで専門的な領域に踏み込まずとも，適切なソル
フェージュの習熟度別プログラムを段階的，継続的に小
中 9 年間の長いスパンで行うことにより，歌唱活動に止
まらず学習指導要領で目標とされている各項目をより高
度な生徒の主体的表現に於いて達成できるのではないか
と考える。
　歌唱活動に於いて重要な基礎的音楽スキルとは，まず
前述の読譜において必要なリズム構造と音程間隔の認識
であろう。筆者が経験した数多くのアマチュアの合唱指
導の現場でもやはり指導初期段階では音取りが一番の問
題となっていた。一般的に基礎的音楽訓練を受けていな
い合唱団員たちは，様々なパッセージで自分は音が取れ
ていないという認識を持っているようだ。しかしそれは
確かに音も取れていないが，その前段階としてリズムも
理解できていない場合が殆どであった。しかもその曲の
拍子を意識していない場合が大半で， 2 拍子なら 2 拍子，
3 拍子なら 3 拍子の拍節感すら表出することも出来ずに，
ただひたすら単音で叩かれるピアノに合わせて音を追っ
ていくだけであった。時間をかければそれなりに音は覚
えていくものの，極めて効率が悪いその方法に筆者は非
常に疑問を感じていたが，ある時音程を付けずにリズム
だけで「リズム読み」を徹底させてから，そのリズム
読みの上に音程を付けていくと非常に音程の定着が早く
かつフレージングも音楽的に纏まりの良いものとなった。
それ以降筆者はリズム読みを主体とした教材を制作する
こと等によりリズム構造認識の重要性を体現して行った
が，現場の教育にも是非このシステムを投入して行きた
い。そして核心の音程については，音程間隔を正確に認
識できることを目標にトレーニングを行いたい。所謂「絶
対音感」については前述のピアノやヴァイオリン等の早
期教育の過程で獲得される場合が殆どであり，個人レッ
スンによらない学校教育の現場では難しい。それでも正
確な音程間隔認識に基づく「相対音感」の獲得は個人レッ
スン等専門教育によらずとも可能である。音楽科の入学
試験に課しているコールユーブンゲン（Chorübungen：
独）などは典型的な歌唱による音感教育のための教材で，
このような教材をベースに習熟度別の様々な訓練により
「相対音感」の定着を図っていきたい。
　そして，教員養成大学の音楽科で行われているソル
フェージュ教育においては，今度はそれらの基礎的音楽
スキルを生徒たちにどのように指導して行けばよいかと
いう問題に直面することであろう。前節来論じられてい
るのでここでは詳しくは述べないが，学生一人一人がこ
れまでの自身の音楽的トレーニングの過程や，自身が受
けてきた音楽の授業を振り返るなどして，様々な角度か
ら音楽教育の現状を解析することにより，問題点をあぶ
り出していくことも必要であろう。後述するが，われわ
れが受けてきた音楽教育の中で恐らく最も欠けているも
のは，和声的な色彩感を演奏に反映させていくことでは
ないだろうか。器楽基礎教育的な観点から前節で大分論
じられたが，歌唱教育的には「合唱」という現実的に極
めて和声的な演奏分野があり，そこでの和声感覚を補填
するためにもソルフェージュ教育の中で和声聴音等を軸
とした，「和声的な聴覚」の育成が非常に重要となってくる。
3 ．
　平成20年度版の中学校の学習指導要領には歌唱活動の
際の発声について「曲趣に応じた発声により，音楽の特
性を生かして歌うこと」とあるように，曲種や演奏のシ
チュエーションによる各種音楽の表現志向に合った発声
を求めているが，これは教科書に取り上げられている曲
種の多様化に伴い一面的には理にかなった考えであろう。
　次に現行教科書にはどのような歌唱教材が取り上げら
れているのだろうか。シェアが一番大きいと言われる教
育芸術社刊の音楽科教科書から見てみよう。
中学生の音楽Ⅰ（平成27年度検定）
曲　名 作曲者名
We’ll Find The Way 遥かな道へ 杉本竜一
主人は冷たい土の中に S. C. フォスター
Michael, Row The Boat Ashore 黒人霊歌
エーデルワイス R. ロジャース
浜辺の歌 成田為三
パフ P. ヤーロウ　他
朝の風に 長谷部匡俊
飛び出そう　未来へ 鹿谷美緒子
赤とんぼ 山田耕筰
カリブ　夢の旅 橋本祥路
野ばら F. シューベルト
ソーラン節 北海道民謡
夕焼小焼 草川　信
ふるさと 岡野貞一
Forever 杉本竜一
いつか 佐井孝彰
Unlimited（アンリミテッド） 若松　歓
てのひら 館内聖美
星座 長谷部匡俊
夢を追いかけて 館内聖美
マイ　バラード 松井孝夫
あすという日が 八木澤教司
青春の 1 ページ 橋本祥路
Let’s Search For Tomorrow 大澤徹訓
君が代 古歌
 1 ．の教科書には歌唱教材として上記の25曲が掲載さ
れている。内訳としては，戦前の曲 6 曲，戦後の曲14曲，
外国曲 5 曲となり，圧倒的に戦後の，しかも比較的最近
に作曲されたものが半数以上を占めている。
　指導要領にある「曲種」という言葉をどのように捉え
るかにはかなり解釈の幅があるものと思われる。これを
発声法的な観点から考えた場合，ここでは「ソーラン節」
だけは本来，日本民謡の伝統的発声法で「曲種に応じて」
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歌われるべきであろうが，それ以外の曲は外国曲も含め
て，従来から言われ続けているヨーロッパの伝統的発声
法で歌われるべきだと筆者は考える。「浜辺の歌」「赤と
んぼ」「ふるさと」などの明治期にヨーロッパ音楽のシ
ステムを取り入れて日本の情景を表現しようとした日本
歌曲・唱歌や，外国歌曲は勿論の事，最近作曲された曲
についても，各地の中学校で盛んに行われている校内合
唱コンクールでしばしば取り上げられる曲が殆どであ
り，合唱活動におけるハーモニーの重要性を考えた場合，
ヨーロッパの発声法を用いての指導は必須であり，それ
こそ「曲種に応じた発声」の最たるものであろう。
中学生の音楽 2・ 3上（平成27年度検定）
曲　名 作曲者名
夢の世界を 橋本祥路
翼をください 村井邦彦
夏の思い出 中田喜直
夏の日の贈りもの 加賀清孝
Kum ba yah 西インド諸島民謡
荒城の月 滝　廉太郎
メッセージ 佐井孝彰
サンタ　ルチア ナポリ民謡
オ　ソーレ　ミーオ E. ディ カプア
フニクリフニクラ L. デンツァ
花の季節 B. フォーミン
夏は来ぬ 小山作之助
ふるさと 岡野貞一
今　この時 富澤　裕
さくら草 鹿谷美緒子
風をみつけて 佐井孝彰
心の中にきらめいて 橋本祥路
今日は君のBirthday 若松　歓
大切なもの 山崎朋子
時の旅人 橋本祥路
蛍の光 スコットランド民謡
君が代 古歌
　 2 ． 3 上になっても 1 ．の時と同様な傾向が続く。合
計22曲の内訳は戦前の曲 5 曲，戦後の曲12曲，外国曲 5
曲となり，やはり戦後の曲が半数以上を占めるが，その
ほとんどがクラス合唱を想定して作曲された 3 部合唱の
曲である。前述の様に現実問題としてはどうあれ，ハー
モニー抜きでは学習効果も演奏効果もほとんど達成され
ないので，ヨーロッパの発声に基づいた指導がなされる
べきであろう。「Kum ba yah」は原語で歌う場合は発
声面での配慮が必要かもしれないが，ここには邦訳が掲
載され，言語のオリジナリティよりエキゾチックな旋律
美を味わう狙いがあるようだ。当然日本語の訳詞による
歌唱が一般的であるため， 1 年生の「ソーラン節」など
よりヨーロッパの発声法に基づいた発声で歌唱指導を行
う場合が殆どであろう。
中学生の音楽 2・ 3下（平成27年度検定）
曲 名 作曲者名
花 滝　廉太郎
風の中の青春 浦田健次郎
花の街 團　伊玖磨
帰れソレントへ E. デクルティス
Yesterday J. レノン　他
きみとともに 三宅悠太
早春賦 中田　章
ふるさと 岡野貞一
青空 横山潤子
いつまでも 若松　歓
美しい約束 富澤　裕
旅立ちの日に 坂本浩美
大地讃頌 佐藤　眞
名づけられた葉 飯沼信義
仰げば尊し 作曲者不詳
君が代 古歌
　 2 ． 3 下になると掲載されている歌唱教材の曲数は16
曲と 1・2 ． 3 上に比して少なくなるが，独唱曲では「花
の街」「帰れソレントへ」「早春賦」，合唱曲では「大地
讃頌」「名づけられた葉」など，曲の演奏難易度がアッ
プする。内訳は戦前の曲 5 曲，戦後の曲 9 曲，外国曲 2
曲であり，割合としては 1 ・ 2 年同様戦後の曲が最多を
占めている。発声については「Yesterday」がロックな
ので，どのような発声で歌わせるかは教師の判断にもよ
るであろうが，「曲種に応じた発声」という点に照らせば，
特に女声に対する指導の判断が分かれるところであろう。
それ以外の曲については今まで通り，ヨーロッパの発声
法で指導が行われることが望ましいと考えられる。
4 ．
　次に高等学校における歌唱教育について，2 ．と同様に
教材の比較という観点から見てみよう。中学校と同じく教
育芸術社刊の教科書から歌唱教材を抽出して検討する。
高校生の音楽①（平成24年度検定）
曲　名 作曲者名
翼をください 村井邦夫
負けないで 織田哲郎
世界に一つだけの花 槇原教之
上を向いて歩こう 中村八大
スウィング  ロウ  スウィー トチャリオ 黒人霊歌
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夏の思い出 中田喜直
花の街 團　伊玖磨
この道 山田耕筰
サンタ　ルチア ナポリ民謡
カーロ　ミーオ　ベン G. ジョルダーノ
野ばら F. シューベルト
春への憧れ W. A. モーッアルト
まつり花 中国民謡
京畿道アリラン 朝鮮半島民謡
アニー　ローリー J. D. スコット夫人
思い出 T. H. ベイリー
おお，シャンゼリゼ M. ウィルショー他
ウィーン，わが夢の街 R. ジーツィンスキ
荒城の月 滝　廉太郎
われは海の子 文部省唱歌
ふるさと 岡野貞一
時の旅人 橋本祥路
カントリー　ロード B. ダノフ　他
ハッピー　クリスマス J. レノン　他
ホール　ニューワールド A. メンケン
サークル　オブ　ライフ E. ジョン
オー　ハッピー　デイ E. ホーキンズ
アヴェ　ヴェルム　コルプス W. A. モーッアルト
荒れ野に御使い フランス民謡
アメイジング　グレイス アメリカ民謡
大地讃頌 佐藤　眞
我が太陽 E. ディ　カプア
野ばら H. ウェルナー
アヴェ　マリア F. シューベルト
君を愛す L. v. ベートーヴェン
美しい五月に R. シューマン
歌の翼に F. メンデルスゾーン
わたしを泣かせて G .F. ヘンデル
かつて木陰は G .F. ヘンデル
乾杯の歌 G. ヴェルディ
もう飛ぶまいぞ，この蝶々 W. A. モーッアルト
闘牛士の歌 G. ビゼー
わたしのお父様 G. プッチーニ
　中学校の教科書とは打って変わって非常に多彩な教材
が豊富に取り上げられているが，全43曲中外国曲が実に
29曲を占め，そのジャンルも様々である。中学校以来指
導要領にある「曲種に応じた発声」をより考えて活動に
取り組まなければならないだろう。当然のことながら全
ての曲を歌うことは不可能で，教師の取捨選択が指導に
当たっては大きなポイントとなってくる。
　外国曲の場合イタリア語とドイツ語の曲の数が突出し
ているが，何れの言語であれ歌詞は原語と日本語が併記
されている場合が多い。ただ，訳詞で歌った場合フレー
ズ中での歌詞のアクセントの位置がどうしても移動して
しまうため，メロディーの印象が大きく変わってしまう
ことには十分な注意が必要であろう。そのことから，勿
論原語で歌った方が，高等学校の指導要領にある「曲想
を歌詞の内容や楽曲の背景とかかわらせて感じ取り，イ
メージをもって歌うこと」という事項もより効果的に達
成できると思われるが，イタリア語にせよドイツ語にせ
よ発音指導の難しさが障害になっている。原語にフリガ
ナを振って，発音の補助とする試みがなされているが，
極端な場合そのフリガナ自体が完全に間違っている箇所
もあり，またそれ以上にカタカナで振られたフリガナを
通常生徒たちはカタカナとしてしか発音できないので，
あくまでもフリガナは補助としての役割として捉え，教
師自身の発音指導を主に組み立てるべきであろう。そう
でなければ苦労して原語で歌ってもヨーロッパ系言語の
アクセント構造は表出されないので，やはり曲本来の姿
は掴みにくい。小中学校にはあまりない英語以外の言語
スキルも教師には必要となってこよう。また，正しい発
音は歌唱の場合その発声に直結してくるため，曲の選択
を効果的に行うことにより日本語歌唱だけでは不可能な
発声の矯正にも生かすことが出来よう。
　 3 ．でも述べたヨーロッパの発声法の中核をなす「頭
声発声」をこの多彩な曲種の中でどう位置付けていくか
は様々な議論のあるところだが，上記のリストを見渡し
ても「頭声発声」を明らかに使用しない曲は全体の四分
の一にも満たないことに加え，相当数の合唱曲が取り上
げられていることも相まって，その重要性は中学校の場
合と全く変わりがないと言えよう。
高校生の音楽②（平成25年度検定）
曲 名 作曲者名
Tomorrow 岡本真夜
何度でも 中村正人　他
見上げてごらん夜の星を いずみたく
イェスタディ J. レノン　他
からたちの花 山田耕筰
うつろの心 G. パイジェッロ
子守歌 J. ブラームス
アヴィニヨンの橋の上で フランス民謡
シャル ウィ　ダンス？ R. ロジャース
雨にぬれても B. バカラック
うみ 井上武士
シャボン玉 中山晋平
鳥の歌 カタロニア民謡
流浪の民 R. シューマン
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いざ起て戦人よ J. マクグラナハン
アヴェ　ヴェルム　コルプス E. エルガー
早春譜 中田章
雪の降る街を 中田喜直
カタリ　カタリ S. カルディッロ
夢 P. トスティ
愛の喜び J. P. マルティーニ
セレナード F. シューベルト
君を愛す E. グリーク
夢のあとに G. フォーレ
　②になって曲数はほぼ半減したものの，外国曲の比重
は相変わらず高く，全24曲中16曲と三分の二を占めてい
る。日本の曲，外国曲を通して古典的な曲（ヨーロッパ
の伝統的な発声法で歌唱すべき曲）がこれもほぼ三分の
二を占めていて，昔の教科書に比べ一見してポピュラー
な曲が増えたような印象がある現行の教科書も，実は
そこまで時代に阿ったものでもないということが分かる。
曲の難易度的に大差はないものの，一般的にはあまり有
名ではない曲が相当数取り上げられている他，フランス
語による歌唱も登場するなど専門性はより高まる傾向が
ある。①から引き続き，例えば「ドイツ語の歌を歌う時は」
等の「曲種に応じた」取り組みを行っているが，主に発
音上の注意にとどまっており，作曲家または作曲年代独
自の演奏様式等については触れられていないため，楽曲
解釈等の部分の指導も基本的に教師のスキルに任せられ
ているということであろうか。
5 ．
　中・高共に指導要領にある「曲種に応じた発声」とい
う概念は，教科書掲載曲の多様化にも表れているように，
現代社会の情報量増加の結果多種多様な曲が生徒たちの
周辺に溢れている現状を反映しての事と思われる。ただ，
3 ．および 4 ．でも述べたように教科書掲載曲は多様化
したものの，実際には「ベルカント」に代表されるヨー
ロッパの伝統的発声法で指導されるべき曲が大半を占め
ており，そうした曲種の多様化における言わば「色とり
どりの花畑の中」で，その本質を忘れてはならない。
　その意味から考えれば，現在の教員養成学部での歌唱
教育の流れを見るまでもなく，本来は外国歌曲→日本歌
曲の順番で学習が行われるべきであろう。ところが現状
では高等学校になって事実上初めて外国曲の原語での歌
唱が登場する。小学校では発達段階の問題で難しい面
もあるかもしれないが，中学校ともなれば様々な理解力
も増し情報処理能力も成人と大差はないと思われるため，
イタリア歌曲など比較的発音が容易で頭声発声を導き出
しやすい曲種を積極的に活用すべきであろう。
　日本語をテキストとする曲をヨーロッパの伝統的な発
声法で歌う場合一番の難点は，言語の発音構造の違いに
より母音の音色が極端に暗くなってしまうことであう。
これは事音色だけに影響するにとどまらず，音程も低く
なり，ひいては合唱活動におけるハーモニーを著しく阻
害することに繋がってしまう。具体的には，日本語は喉
の最奥にある軟口蓋を殆ど上げずに発音される言語であ
るのに対し，ヨーロッパ言語は言語により差異はあるも
のの基本的に軟口蓋を高止まりさせて発音される言語で
ある。我々日本人にはそもそもその軟口蓋を上げて発声
（音）するという感覚自体が日本語の発音構造由来で基
本的に備わっておらず，3 ．及び 4 ．で述べた「頭声発声」
はよほどの意識改革が無ければ実現不可能であろう。た
だ，この「軟口蓋への意識付け」がある程度浸透すれば，
中学校の校内合唱コンクールでも度々問題になる男子生
徒の「怒鳴り声のような歌声」等々，一般的には指導の
難しいとされる男子の所謂「地声」での頭声発声にも解
決策が見いだせるはずだ。
6 ．
　現在音楽科教員志望の学生には，オーソドックスな従
来日本で使用されてきた教材（コールユーブンゲン，コ
ンコーネ，イタリア歌曲等）を使いながらも， 2 ．その
他における基本的なソルフェージュ能力の重要性への気
付きと演奏への反映，及びそれ以下の 3 つの章における，
特に頭声発声のための軟口蓋への働きかけとを軸に据え
た，従来とは違った視点から歌唱関連の授業を展開して
いる。
　そしてそれらをベースに，教育実習等の授業実践を行
うことにより音楽科授業の根本を見直し，「学校教育音
楽」ではない，完全な外来文化としての音楽本来の姿を
伝え，芸術の本質を追求していくことが出来るような教
員を養成して行きたい。
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